
 新しい学習指導要領に基づいて、教育活動を変えていきます  
 

■社会の変化に応じて学校教育の重点も変わります 

 

 

 

 

 

 

 

■学習指導要領が変わり、それに伴って年度ごとに次のような取り組みがあります 

 

＊「移行措置」：学習指導要領の内容が変わることによって、指導内容に落ちや重なりがないようにするために 

指導内容を調整する手続きのこと。 

＊「教科書採択」：新しい学習指導要領の内容に合わせて、新しい教科書を選定するための研究・手続きのこと。 

 

■学校での具体的な取り組み 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・新学習指導要領告示(３月) 

・教科・領域各解説編(８月) 

・「特別の教科 道徳」の 

教科書採択 

・「特別の教科 

道徳」全面実施 

・教科等移行措置 

 １年目 

・教科書採択 

・教科等移行措置

２年目 

 

・新学習指導要領

全面実施 

 

 

・新学習指導要領告示(３月) 

・教科・領域各解説編(８月) 

 

・「特別の教科 道

徳」の教科書採

択 

・「特別の教科 

道徳」全面実施 

・教科等移行措置 

 １年目  

・教科書採択 

・教科等移行措置

２年目 

・新学習指導要領 

 全面実施 

 

□学校では抱えきれない様々な教育課題が増えています。  □教職員の多忙化の改善が課題です。 

2030 年・・・2050 年と、この先の時代を見通した時に、急激に変化する社会の中でも 

未来の創り手になるために必要な資質・能力を確実に備えることができる教育を目指します。 

―目指す学校像― 

自らの人生を切り拓く資質・能

力を伸ばし、未来の社会を創り

出す人材を育成する学校教育 

―目指す指導と評価の在り方― 

「知識・技能」「思考力・判断

力・表現力」「学びに向かう力、

人間性等」の３つの観点からの

目標設定と指導・評価 

―目指す授業の姿― 

主体的な学び、友だちなど他者

との対話を通して自己の考え

を広げる力を高め、生きて働く

深い学びを身につける授業 

 

平成 30年度は中学年が年間 15時間、高学年が

50時間の外国語活動の授業を実施します。その

ために夏期休業日の短縮、短時間を活用した授

業の実施等で授業数を確保します。（2020 年は

中学年 35ｈ、高学年 70ｈ） 

小学校3･4 年生の外国語活動がスタート、

5･6 年生では教科「外国語」になります  

命の尊さ、自己肯定感、他者への思いやりや規

範意識などを意図的・計画的に育むことを重点

として、「特別の教科 道徳」が新設されました。

年間 35時間を実施します。 

平成30 年度から「道徳」が「特別の教科 

道徳」となります 

 

複雑化・多様化する教育課題に対応していくた

めに、学校では教員が心理や福祉等の専門スタ

ッフと連携・役割分担する体制づくりを進めて

いきます。 

 

 

学校と地域が同じ方向を向いて、「どのような子

どもを育てていくか」、「どのような地域社会を

つくりたいのか」という目標を共有する「地域

と共にある学校」を目指していきます。 

心理や福祉等の専門家を加えた「チーム学

校」をつくります 

地域と学校が協働する活動が活性化する

「コミュニティスクール」をつくります 

子どもたち一人一人の生活環境や発達

の状況に応じた指導・支援を進めます 

諸課題の解決に向けた環境整備 

平成 29 年(2017)    30 年(2018)   31 年(2019)  32 年(2020)  33 年(2021) 
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